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音楽の授業は子どもたちのストレスを下げる
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Abstract

This study has researched on psychological and steroid hormonal effect upon junior-high school 

students through school music lesson: 1. Music listening, 2. Choir singing. The result showed a 

significant decrease in cortisol. The study also had conducted a survey about participants’ musical 

preference and their stress level (STAIC – II), which resulted that higher the stress level, more musical 

activity was willingly conducted. These outcomes suggest that school music lessons can lessen students’ 

stresses and frustrations.  Although in developed countries such as Japan, the raison d’être of school 

music lessons has been questioned recently, the result of this research has shown a new perspective 

where music lesson can be used as a stress management.
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1 ．はじめに

現代の日本社会は多くの深刻な問題を抱えており，極
めて危うい状況にある。治安の悪化，少子高齢社会，年
間 3 万人を超える自殺者など，問題は多岐に渡る。言う
までもなく，このような社会の問題は青少年にもおよび，
いじめや不登校，校内暴力，学級崩壊，凶悪な青少年犯
罪の続発など，教育をめぐる現状も深刻である。これら
の問題の背景には，日本が抱える政治社会問題を発端と
した，ストレスや不安感の高まり，規範意識や社会性の
低下，「心の問題」が存在する（1）。こうした問題の解決
が急務であることは申すまでも無い。なかでも青少年の
問題については，多くが学校教育に対応を求められてい
る。

　1996年，文部省（当時）の中央審議会は，教育の新
たな目的の１つとして，従来の「情操教育」に加え，知・
徳・体のバランスのとれた力を「生きる力」とし，こ
れを育むことを示した（2）。そのため青少年の心の育成，
つまり「心の教育」は，「情操教育」，「生きる力」を養
うべき学校教育に求められるようになった。なかでも「情
操を養う」ことを使命とする芸術科目が，その役を担う
とされた（3）。しかし，芸術が「情操を養い」「心を教育」
できるとする根拠は示されておらず，芸術科目がどのよ
うに「心の教育」に資するのかについての具体的な説明
や方針も示されていない。にもかかわらず，音楽科教育
は，芸術科目の1つとして，「豊かな情操を養う」という
音楽科教育の目標のもと，「心の教育」を行うことを求
められてきた。
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一方，近年のデジタル技術の普及やメディア技術の進
歩に伴い，子どもたちが音楽と関わる環境は著しく変化
してきた。学校での音楽教育と，子どもたちの実生活に
おける音楽活動との乖離については，従来から多くの指
摘があったが，昨今，その幅が急激に広がっている（4）。
学校での音楽教育が，実社会の音楽活動と隔たりがあり，
現代社会の進歩に適応していない状況において，音楽科
の存在意義自体がよりいっそう問われるようになった。
さらに，限られた授業時間数の中で，ゆとり教育や週休
二日制の導入，道徳の教科化や外国語教育を重視する流
れに対応するために，学校教育としての存在意義が脆弱
な音楽教育は，実質的に「削減対象」として捉えられて
きた。実際，音楽教育の時間は減り続けている（図1）。
こうした動きに対し，1987年及び1998年には，日本教育
大学協会全国音楽部門大学部会・日本音楽教育学会が連
名で，また，2005年には，音楽表現学会が，文部省（当時）
に，音楽科授業時間の確保を求めた「要望書」を提出し，
音楽科教育の存在意義として，「心の教育」を主張した（5）

（6）。しかし，要望書は，「音楽は，心の豊かな子を育てる」
や「音楽は，より高いものを求める子どもを育てる」と
いった抽象的な表現，また，「右脳と左脳の調和をとる」
といった，科学的根拠のない説を用いた内容であり，説
得力に欠けるものであった。その結果，中学校における
音楽科教育の授業時間数は，昭和26年改定，第 2 次学習
指導要領時を境に減り続け，中学校 3 年間では95 〜 200
時間のコマ数が削減された。そして，「ゆとり教育」が
見直され，各教科において授業時間数が増加した際にも，
音楽科教育の授業時間は増えていない。音楽科教育では，
今なお科学的根拠に基づいた教科の存在意義を説明でき
ておらず，未だ授業数の削減や廃滅，合科といった話は
消えていない。こうした音楽科教育の危機を脱するため
には，音楽を学校教育で教えなければならない理由，つ
まり音楽科教育の存在意義を，科学的な根拠をもって示
すことが不可欠である。

そこで，本研究では，音楽科教育の存在意義を「共感
教育」に見いだすことを目的とし，検証を行った。文部
科学省の指摘する子どもたちの「心の問題」は，いずれ
も社会性の低下，中でも「共感性」の欠如に起因してい
ると考えられる（7）（8）。「共感性」を養うことができるな
らば，子どもたちの「心の問題」の解決につながるだろ
う。じつは音楽は，古くからヒトの共感性を高め，連帯
感を高める役割で用いられてきた（9）。さらに，音楽が
ストレス緩和に有効であることは多くの研究により報告
されている（10）（11）。このような音楽のもつ効果を学校の
音楽科教育において利用し，子どもたちのストレスを軽
減し，共感性を高めることが出来るのであれば，音楽科
教育の目的を「共感教育」に求めることが可能となるで
あろう。本研究では，音楽科教育の存在意義を，これま

での「情操」にかわり，「共感性」に見いだすことを目
的とし，心理学指標及び生理学指標を用いて音楽科教育
が生徒に与える効果を科学的に検証する。

文部科学省「中学校における各教科の授業時間数等の
変遷」より作成（12）。1単位時間は50分である。

2 ．方法

2 . 1 ．被験者
被験者は，公立中学生徒30名（ 1 年生19名, 3 年生11

名）である。
　

2 . 2 ．実験デザイン
実験は，音楽の授業（ⅰ．鑑賞，ⅱ．合唱）を，それ

ぞれ異なる日に実施した。実験の流れは， 1 ）授業前の
唾液採取及び心理テスト，2 ）音楽の授業（ⅰ．鑑賞，ⅱ．
合唱）， 3 ）授業後の唾液採取及び心理テスト，である。
授業は，音楽科教諭により行われた。鑑賞及び合唱の両
授業では，混成三部合唱「しあわせがあつまるように（山
本瓔子 作詞・大田桜子 作曲）」が取り上げられた。また，
授業外において，音楽行動に関する質問紙及び日本語版
STAIC-Ⅱ（特性不安のみ）を実施した。回答後の質問
紙は，プライバシー保護のため，生徒自らに厳封させた。

2 . 3 ．指標
2 . 3 . 1 ．Cortisol（C）

Cは，副腎皮質から分泌されるステロイド・ホルモン
の一種である（13）。ストレスホルモンとも称されるよう
に，一過性のストレスを受けると，一時的に上昇し，ス
トレスに対応するとすぐに下がるといった反応を敏感に
行うことで，ストレスに対応できるように働いている。
しかしながら，慢性的なストレスは，Cを過剰に分泌さ
せ，心身に悪影響を及ぼす（13）（14）。また，Cは，ヒトの
思考や情動，免疫などに大きな影響を及ぼすホルモンの

図 1 ．中学校における音楽科授業時間数の変遷
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1 つであること，さらに，音楽聴取により分泌量に変
化が起こることが明らかになっている（15）（16）。被験者か
ら採取した唾液サンプルは−20°Cで保存され，発光イ
ムノアッセイ法（FilterMax F3 Austria; IBL Germany）
でC濃度を測定した。

2 . 3 . 2 .日本語版STAIC-Ⅱ
日本語版STAIC-Ⅱは，子供用の不安尺度であり，

Spirbergerらが作成したものを曽我（1983）が邦訳した
ものである（17）。特性不安と状態不安を測定する二種類
から構成されているが，本研究では，先行研究（18）より，
特性不安のみを測定した。特性不安は，不安状態の経験
に対する個人の反応傾向を反映し，比較的安定した個人
の性格傾向を示す尺度であり，その尺度の信頼性，妥当
性は高い（19）。

2 . 3 . 3 .音楽行動に関する質問紙
音楽行動に関する質問紙は，学校での音楽に関する質

問，音楽行動（種類，頻度等），音楽活動の嗜好（ジャ
ンル等）に関する質問を，自由記述及び5段階評価で回
答するよう求めた。

2 . 3 . 4 ．"Reading the mind in the eyes" Test（RME）
RMEは，Baron-Cohen et al.（1997, 2001）によって，

共感性の中でも，他者とうまく関わり，社会生活を円滑
に送る上で重要な機能の一つとされる"Theory of Mind"
や"Mind Reading"を測定するために作成された（20）。「心
の理論」能力を評価する認知課題として，健常者，自閉
症スペクトラム障害，脳損傷患者，前頭葉型認知症など
でその有用性が確立されている（21）。

　また，RMEには，大人版と子供版があるが，本研
究では，先行研究（22）（23）より，子供版を和訳し，使用した。

2 . 4 ．倫理的配慮
実験に際し，保護者及び生徒本人から，ヘルシンキ宣

言（1964），個人情報保護法（2005），奈良教育大学倫理
規定に基づいたインフォームドコンセントを書面によっ
て得た。また，生理学指標には，非侵襲的に採取が可能
な唾液中ホルモンを用いることにより，被験者へのスト
レスを回避した。

3 ．結果

本研究では，2種類の音楽の授業（ⅰ.鑑賞，ⅱ.合唱）
の前後において，唾液中のステロイド・ホルモン（C）と，
"Reading the mind in the eyes" Test（RME）の得点の
変化及び，音楽行動に関する質問紙，日本語版STAIC-
Ⅱ（特性不安のみ）との関連性を分析した。

3 . 1 ．Cortisol（C）
本研究に参加した被験者の刺激前の平均C値は，全体

2.27（0.06 〜 4.09）μg/dL，男性被験者2.11（1.15 〜 3.51）
μg/dL，女性被験者2.25（0.06 〜 4.09）μg/dLであった。

条件の違いがホルモン変化に及ぼす影響を調べるため
に，刺激前後のC値変化と被験者の性別，学年，刺激（ⅰ．
鑑賞，ⅱ．合唱）を要因に分散分析を行った。その結果，
刺激前後のC値変化の主効果が有意だった（F（1,81）= 
10,86, p=0.0016 ）（図 2 ）。

被験者の性別や学年，刺激の種類及びRMEの得点の
違いには，有意差はなかったため，さらに，C値変化と
被験者の音楽嗜好（ⅰ．音楽の授業，ⅱ．合唱の授業，ⅲ．
歌をうたうこと，ⅳ．音楽を聴くこと）を要因に，分散
分析を行った。その結果，音楽の授業の主効果（F（3,81）
= 3.18,p=0.0302），歌をうたうことの主効果（F（3,81）
= 3.76,p=0.0154），音楽を聴くことの主効果（F（1,81）
= 9.25,p=0.0035）が有意だった。

 また，C値と音楽活動時間（ⅰ．1 日にうたう時間，ⅱ.1
日に音楽を聴く時間）の長さを要因に分散分析を行った。
なお，音楽活動時間は，二相性を示したため，中央値で
short群，long群に分けて分析をしている。その結果，1
日にうたう時間が長い群（long群）で，C値は有意に低
く，短い群（short群）で有意に高かった（F（1,81）= 
4.93,p=0.0300）（図 3 ）。 1 日に音楽を聴く時間に関して
は，同様の傾向が見られたが，その結果は有意ではなかっ
た。

3 . 2 ．STAIC-Ⅱ
本実験に参加した被験者のSTAIC-Ⅱの平均値は，全

体41.3（25 〜 60）点，男性被験者41.8（25 〜 60）点，
女性被験者40.0（27 〜 53）点であった。

STAIC-Ⅱと音楽嗜好（ⅰ．音楽の授業，ⅱ.合唱の授
業，ⅲ．歌をうたうこと，ⅳ．音楽を聴くこと）の関係
を調べるために，STAIC-Ⅱ値と4種の音楽嗜好を要因
に，分散分析を行った。その結果，STAIC-Ⅱと合唱の
授業に対する嗜好に有意な差があった（F（3,21）= 4.954.
p=0.011）。さらに，下位検定（Tukey's HSD test）の結
果，嗜好群1（とても好き）と嗜好群 3（どちらでもない）
の得点間（p=0.038），嗜好群1と嗜好群 4 （あまり好き
ではない）の得点間（p=0.012）に有意差があった（図 4 ）。

3 . 3 ．"Reading the mind in the eyes" Test（RME）
本研究に参加した被験者のRMEの平均合計得点は，

全体18.6（7 〜 25）点，男性被験者36（7 〜 25）点，女
性被験者38.5（12 〜 23）点であった。

RMEの得点は，ベース（授業前）において二相性を
示したため，授業前の安静状態の得点を，中央値でlow
群とhigh群に分けて分析した。
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条件の違いがRMEの変化に及ぼす影響を調べるため
に，授業前後のRMEの得点変化，被験者の性別，学年，
刺激（ⅰ．鑑賞，ⅱ．合唱），ベース値（ⅰ．low群，ⅱ．
high群）を要因に，分散分析を行った。その結果，RME
の得点のhigh/lowが有意であった（F（1,50）=23.51,p=
0.0000）。しかしながら，刺激前後の得点の変化及び他
の要因の影響は有意ではなかった。ただし，有意では
なかったものの，音楽の授業前後のRMEの得点変化は，
ベース得点のlow群では授業後に得点が増加し，high群
では減少する傾向を示した。

全被験者において，C値は授業後に有意に減少した（F
（1,81）= 10.86,p=0.0016）。

1 日にうたう時間が長い群でC値は有意に低く，短い
群では有意に高かった（F（1,81）= 4.93, p=0.0300）。

下位検定（Tukey's HSD test）の結果，嗜好群 1 と嗜
好群 3 の得点間（p=0.038），嗜好群 1（とても好き）と
嗜好群 4（あまり好きではない）の得点間（p=0.012）
に有意な差があった。

4 ．おわりに

本研究の結果，音楽科の授業は，全被験者のC値を減
少させ，その効果は授業内容が「鑑賞」でも，「合唱」
でも有意であることが明らかとなった。この結果は，音
楽の授業は，授業内容，音楽活動の嗜好に関わらず，子
どもたちのストレスを減少させる効果があることを示し
た。

また，STAIC-Ⅱと音楽嗜好の関係をみると，「合唱
の授業」に対する嗜好と「音楽を聴くこと」への嗜好に
おいて，有意な差があった。「合唱の授業」に対する嗜
好では，嗜好群1（とても好き）のSTAIC-Ⅱの得点は，
嗜好群 3 （どちらでもない）及び嗜好群 4 （あまり好き
ではない）の得点に比べ，有意に高かった。つまり，不
安得点の高い生徒ほど、合唱の授業をより好んでいるこ
とが分かる。さらに，「音楽を聴くこと」の嗜好では，
被験者の嗜好は，嗜好群1（とても好き）及び嗜好群 2（好
き）の 2 群にしか該当者がおらず，嗜好群 1 のSTAIC-
Ⅱの得点の方が，嗜好群 2 の得点に比べ，有意に高かっ
た。不安傾向の高い生徒の方が，好んで音楽を聴取して
いることが明らかになった。これらの結果は，不安傾向
の高い子どもほど，音楽活動をよく好むことを示してい
る。この結果は，音楽活動と不安傾向の相関関係であり，
因果関係を示すものではない。音楽活動により不安傾向
が増加したと解釈することも，反対に不安傾向の高さが
音楽活動への嗜好を高めていると解釈することも可能で
ある。しかしながら，多くの先行研究から，音楽活動が
不安状態を軽減することは明らかになっている（24）。ま
た，青少年（思春期）期に音楽の聴取時間が増加すると
いう報告（25）や，子どもたちは，自己の行動をコントロー
ルするために音楽を利用しているとの指摘もある（26）。
このことから子どもたちは音楽を聴くことによりストレ
スを減少させ, 不安状態を改善しようとしていると推察
できる。本研究の結果は，思春期の子どもたちが，無意
識のうちに，心身の成長に伴うストレスを，音楽活動に
より軽減しようとしていることの現れであると考えられ
る。

一方，RMEでは，鑑賞および合唱の両刺激におい
て，ベース得点のlow群では，音楽の授業得点が増加し，
high群では減少した。RMEは，得点が高いほど共感性
が高いと評価するため，本結果は，low群の生徒の共感
性が高まったと考えられる。もともと共感性が低い群の
生徒は，音楽の授業により，共感性が高まったといえる。

図 2 .　各刺激前後におけるC値の変化

図 3 .　 1 日にうたう時間（short/high）群別のC値

図 4 .　合唱授業に対する嗜好別，STAIC-Ⅱの得点
　　　　（F（3,21）= 4.954, p=0.011）
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一方，本来の共感性得点が高いhigh群では，RMEの得
点が下がった。これは，共感性が下がったことを示す。
しかし，RMEを刺激の前後で測定した先行研究がない
ことや，写真に文化の差が生じる可能性があることなど
から，本結果の解釈は困難である。RMEの信憑性も含め，
今後，研究を進める必要がある。

本研究の結果から，音楽科教育によって子どもたちの
ストレスが減少し，本来の共感性得点の低い生徒に限っ
てではあるが共感性が高まることが明らかになった。つ
まり音楽の授業は，子どもたちのストレスを軽減し，共
感性を高めたといえる。学校における音楽（音楽科教育）
が，子どもたちの共感性を高めるという本研究の結果は，
音楽科教育の存在意義として「共感教育」を掲げること
が可能であることを示している。音楽科教育の存在意義
を，これまでの「情操」にかわり，「共感性」に見いだ
すことを検討すべきである。さらに，音楽科教育が子ど
もたちの「共感性」を養うことができるならば，音楽の
授業は「心の問題」の解決にも寄与するだろう。今回の
実験は，授業を用いたため変数が多く，再現性において
課題がある。今後，さらなる追試を重ねることで，本研
究の信憑性を高めるとともに，音楽科教育の有効性を明
らかにしていきたい。
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